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２－４．産業、商業活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 市内の小売業の推移（資料：商業統計調査・経済センサス活動調査） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 商店会の位置  
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〇 市内の小売業は、商店数、従業者数、年間商品販売額とも緩やかな減少傾向で推移

しています。 

〇 市内には 17 の商店会が、5 つの駅前周辺及び旧城下町周辺を中心に分布していま

す。 

〇 千葉県消費者購買動向調査より、市民は他市へ買物に出掛けている傾向があること

がわかります。 
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1 佐倉城下町商店会

2 京成佐倉駅前栄町商栄会

3 歴博通り田町商店会

4 弥勒坂道蘭学通り商盛会

5 表町商栄会

6 ＪＲ佐倉南商店会

7 臼井王子台商店会

8 臼井ショッピングセンター協同組合

9 ユーカリが丘中央商店会

10 上座２９６商店会

11 中志津中央商店会

12 志津駅南口商店会

13 志津ステーションビル専門店会

14 志津駅前北口商店会

15 志津北口公民館通り会

16 上志津通り会

17 マイタウン志津商店会
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図 商圏でみた佐倉市の位置付け 
 

（資料：千葉県「千葉県の商圏 消費者購買動向調査報告書」） 

  

平成 18 年度調査 

平成 24 年度調査 

平成 18 年調査の「単独商圏都市」か

ら、平成 24 年度調査では、成田市や

八千代市、千葉市、印西市の商圏に吸

引され、購買意欲が隣接自治体に流出

している状況が見受けられます。 
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２－５．地価 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 佐倉市内の地価（地価公示）の推移 
※佐倉市統計書において 10 年間データがそろっている地点を抽出して平均値を算出 
※千葉県_住宅地平均値は、千葉県 HP より収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 佐倉市内の地点ごとの地価（地価公示）  

〇 千葉県内住宅地の平均地価と佐倉市内の住居系用途の平均地価を比較すると、千葉

県よりも佐倉市の方が低廉な地価となっています。 

〇 地価の経年推移をみると、いずれの用途とも減少傾向にありますが、ここ数年では

横ばいになり、底打ち感があります。 
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２－６．各種ハザード区域などの状況 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 市街化区域内（一部）の土砂災害に関する区域などの指定箇所（資料：佐倉市資料、千葉県資料） 

  

〇 市内には、建築基準法上の災害危険区域（＝急傾斜地崩壊危険区域）や土砂災害警

戒区域、土砂災害危険箇所などが多く点在しています。 

〇 洪水・内水の浸水想定エリアは、市街化調整区域を中心に分布しています。市街化

区域の中でも、ＪＲ佐倉駅周辺や京成佐倉駅周辺などに分布しています。 
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図 洪水ハザードマップ 
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図 市街化区域内（一部）の内水ハザードマップ  

京成佐倉・JR佐倉駅周辺 

志津・ユーカリが丘駅周辺 臼井駅周辺 
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２－７．財政 
 
 
 
 
 
 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 佐倉市の経常収支比率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 佐倉市の財政力指数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 自主財源比率の推移  

〇 経常収支比率は概ね 90％で推移し、一時期に比べ若干の改善がみられます。一方、

財政力指数、自主財源比率は減少傾向にあり、厳しい財政状況となっています。 

〇 市が保有する公共施設等は、改修・更新などの時期を迎えることが見込まれており、

今後 40 年間で約 2,900 億円の更新費用が必要となると予測されます。 

〇 今後、更なる高齢化の進展に伴い、将来の国民健康保険料や介護需要の増加が見込

まれます。 
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図 ２-1 公共建築物・インフラ施設の更新費用（標準ケース） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 公共建築物・インフラ施設の更新費用の推計（資料：佐倉市公共施設等総合管理計画） 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     図 国民健康保険料の推移         図 要支援・要介護認定者数の推移・推計 
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